
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　立教大学がGlobal Liberal Arts programを開
始します。学生の定員管理は文学部がやるので
すが、学部横断で科目を履修していって、基本
的には海外留学をする。それに寮生活を組み合
わせた形で124単位取って、学士（学術）が最
終的に与えられるという仕組みです。
　岡山大学はGlobal Discovery Programをやっ
ています。こちらは、医学部を持っていますが、
医学部も含めて学部の科目を学生はつまみ食い
していける仕組みです。最後に自分が卒論を書
く先生の分野が自分のメジャーとなります。学
位はこちらも学士（学術）という仕組みを作っ
ています。
　こうした教学改革を進めるのは誰かという話
になっていきます。もちろん大学の先生たちが
積極的に取り組んでくれなければいけないので
すが、やはり大学職員がそのプロデューサーと
して中心になって担っていかなければいけない
のではないかと思います。国のさまざまな答申
や報告などでも大学職員の重要性を近年うたっ
ています。その中から一部拾ったのがこの例で
す。
　平成10年大学審議会の「21世紀の大学像と今
後の改革方針」では、「教学組織との機能分担
の明確化と連携協力の関係の確立」「一定の専
門化された機能を事務組織に委ねる」というこ
とを言っています。その下の中央教育審議会の
「学士課程教育の構築に向けて」では、「大学
の管理・運営に携わる、または教員の教育研究
活動を支援する」、これが大学職員の重要な役
割です。「高度化・複雑化する課題に対応して
いく職員として必要な能力」をここではうたっ
ています。
　平成26年の同じく中央教育審議会の「大学ガ
バナンス改革推進」では、「学長の補佐体制の
強化で高度専門職の安定的な採用と育成」のと
ころでURA、IRerなどさまざまな役割を挙げ
ていて、事務職員が教員と対等な立場で教職協
働によって大学運営に参画することが重要と
言っています。
　その下の平成28年の中央教育審議会の大学教
育部会では、「職員だけでもマネジメントでき
る力量を形成しましょう」とうたっています。
　昨年、筑波大学の加藤先生にこの場の講演を
お願いして、おっしゃっていた講演の一部を引
いていますが、「自組織が直面する難度の高い
95
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問題群の解決や課題群の達成をもたらす総合職、
これが大学職員です」「特定の専門職に依存す
ることなく、高度・複雑な課題に取り組もうと
する超専門職が志向されている」と加藤先生は
おっしゃっています。
　その下は「大学マネジメント」に加藤先生が
書いているものから引いていますが、「新しい
価値創造を実現する、これが大学職員です」と
いう表現をされています。
　その下は、八王子の大学セミナーハウスが主
催する大学職員セミナーでいろいろな大学の方
に来ていただいて講演をしていただいている中
で、記憶に残っているお二方を紹介しています。
立命館の当時人事部長の西川さんが大学職員を
表現しています。「何を改革するかが問題では
ない。自律的に働ける職員、職員組織。教育の
現場で働く者の最低限の使命を意識しなければ
いけない。学生を鑑にして業務に向き合う姿勢。
学生を大切にする。社会の期待に応える大学で
あり続けたいという素朴な気持ち」というメッ
セージをいただいたことがあります。
　立教新座の松井さんは、私が学生センターに
いるときにやはり学生部関係の会議でもよくお
会いした方ですが、松井さんは、「職員が学生
支援の実践者になる、そういう気持ちを持たな
ければいけない。事務ではなくて当事者になる。
水が流れるように水を掘るのが職員の仕事で
す」とご講演いただいたのが、私はすごく印象
に残っています。
　最後の締めになりますが、法政大学にしかで
きない教育。これはキャンパス再構築の報告書
に書かれています。これを実現しなければいけ
ません。アクションプランでも具体的な計画を
立てていますし、まだ具体的に着手できないと
ころは再構築の特設部会で現在作業が進められ
ています。これを実現していくのは教員だけで
はなく、私たち大学職員も一緒に取り組んでい
かなければいけません。
　教学改革を担うのは教員だけではありません。
学生の一番身近にいるのは皆さん職員です。大
学の先生方ももちろん授業で学生と対面してい
ますが、おそらく相手にする学生数で言うと学
部事務の皆さんのほうが学生と接する機会が多
く、多くの学生、幅広い学生の意見が皆さんの
頭の中に入っているわけです。大学の先生の意
見だけで教学改革は進められるべきではなくて、
皆さんの意見が反映された形で一緒に作り上げ
ていくべきだと思います。
　教員とともに、あるべき教育実現の担い手に
まりましょうということが私の今日の講演の締
めになります。こんなことを少し意識しながら、
後半のグループワークを進めていただければい
いかなと思います。以上です。
